
福岡県地域革新懇交流会が開催されました
7月16日(月）14：00～16：30 ちどりビル

大会議室で、上記交流会がありました。地域

で活動されている皆

さんが集まり、会場

は明るく熱気があり

ました。

第1部は、乾友行氏

（全国革新懇事務室

長）の基調講演。以

下の4つの基本視点から、わかりやすく、元気

の出るお話でした。

(1)「市民と野党の共闘」は何を掲げた共闘か

(2)共闘破壊の企てとたたかい、「市民と野党

の共闘」を守り、鍛えた

(3)今日の「市民と野党の共闘」の到達点の特

徴から

(4)「市民と野党の共闘」の発展と革新懇運動

の役割

第2部は、6つの地域革新懇からの活動報告

があり、北九州市からは、小倉南革新懇と八

幡西革新懇の生き生きとした活動報告がなさ

れました。とりわけ、福津革新懇の報告は、

乾さんのお話を具体化したような内容で、全

員に感銘を与えました。革新懇運動の広がり

とともに、福津市長選を市民と野党の幅広い

共闘で闘い、行政改革を強行する現市長を破

り、新しい市民対話を原点とする市長が誕生

した（2017年2月5日）という報告でした。詳

細は、北九州革新懇ニュースに掲載されます。

「公共施設よくする会」が教育委員会と

意見交換
「北九州市公共施設をよくする会」は、昨

年８月から学校施設等の危険個所を指摘し改

善を求めてきました。改善を申し入れた教育

委員会から回答を受け意見交換しました。大

阪地震で学校のプールのブロック塀が崩落し

て女子児童が死亡した事故を受け、北九州の

学校施設にあるブロック塀の、安全性につい

て調査した件について報告を受け、懇談と意

見交換を7月18日13時から行いました。福建労

や北九州地区労連、新日本婦人の会、日本共

産党市議など21人が参加しました。

学校ウオッチングの活動は、福建労北九州

支部、新日本婦人の会、北九州地区労連など

で構成し、これまで10回市内の小中学校、特

別支援学校を見て回り、危険箇所、改善しな

ければならないところなど指摘してきました。

昨年は市内14校を回り、壁の崩落や雨漏り等、

危険個所として指摘し改善を申し入れました。

学校予算や教育委員会の予算で、すでに修理

改善されたものも多くありました。教育委員

会施設課長は、「皆さんからの要望と学校か

らの要望を職員が調査し優先順位を決めてい

る。学校は維持・管理が良ければ60年は使え

る。」予算上の問題もありすべての指摘箇所

が改善されていませんが、毎年粘り強く学校

ウオッチング活

動を継続してい

くことが、安全・

安心の学校にし

ていくためには

必要なことだと思いました。（堀田和夫ＦＢ

より）

平和ネット、7月の19日定例行動
７月19日(木)、「平和をあきらめない北九

州ネット」が19日定例宣伝行動を実施しまし

た。猛暑でしたが、労働者、新婦人の会、弁

護士等30人が参加しました。なお8月19日(日)

の定例行動は中止し、以下の学習会を開催す

ることにしています。多数のご参加で、3000

万署名運動の機運をもりあげましょう。

8月25日(土)14：00 高田健さん（総がかり

行動実行委員会）生涯学習総合センター

「改憲阻止に向けての運動の到達点と今後

の課題」
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猛暑吹き飛ばす、元気いっぱいの平和行進
広島に向けての2018年平和行進が、７月17

日北九州入り。18日黒崎から戸畑区牧山、19

日は戸畑区牧山から小倉勝山公園長崎の鐘、2

0日は下曽根から小倉勝山公園長崎の鐘。21日

16時30分頃門司港桟橋から下関へ、17時30分

から唐戸桟橋で山口へ無事引き継ぎました。

猛烈な暑さの中、例年に比べて参加者が少し

少なかったようです。

第60回自治体学校、

始めて九州（福岡）で開かれる！
7月21日～23日まで、福岡市で開催された第

60回自治体学校は、九州・福岡開催らしい

内容で、大変充実したものとなりました。西

日本豪雨・大水害のなか、850名もの多数の方々

が、全国から参加し、熱気に満ちた学びの場

となりました。初日の特別対談では、太田昇

真庭市長を招き、「里山資本主義」真庭の挑

戦について縦横に語っていただき地域経済の

持続的成長の可能性に自治体行政の未来の展

望が拓けるような対談でした。

2日目は、10の分科会、2つの講座、3つの現

地分科会がり、3日目は、馬奈木弁護士の特別

講演が ありま し

た。自 治体学 校

の概要 は、「 住

民と自 治」誌 や

所報で 、掲載 さ

れる予定です。

第3回「線量計が鳴る」

北九州上演実行委員会
7月23日(月)、上記実行委員会が開かれまし

た。中村敦夫ひとり語り「線量計が鳴る」上

演は、以下のようにきまりました。

11月17日(土)13時30分開場 14時開演

子どもの館ホール（黒崎コムシティ7Ｆ）

次回実行委員会は、

9月4日(火)18：30

生涯学習総合セン

ター

企画運営委員会で市長選について話し合う
7月26日、企画運営委員会で市長選挙に対す

る市民の会の取り組みを検

討しました。幹事会方針(5

月17日)に従い、市民の会を

超えた市民と野党の幅広い

共同で闘うためのこれまで

の活動を確認し、数名の呼びかけ人で「市長

選をどう闘うかの懇談会」を開催することを

決めました。次回運営委員会は、8月31日(金)

18：30 市民の会事務所。

北九州民商と市民の会が懇談会
7月27日(金)、北九州の全支部の民商役員さ

んが小倉民商に集い、市民の会と懇談しまし

た。「候補者が決まり体制ができれば、われ

われは、必死で市長選を闘う覚悟は出来てい

る」「北橋市政への批判は強いが、市民の多

くには知られていない」「下北道路など、北

橋市政の特徴を分かりやすく解説し、市民が

納得する政策をつくるべき」「中小企業、農

林漁業を復興し、防災に強い安心の北九州市

政をつくる」など貴重な意見交換ができまし

た。最後は、共に頑

張りましょうと拍手

で懇親会を閉めまし

た。
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さよなら原発金曜行動

18：00～19：00

小倉駅デッキ

8月3日、8月10日

8月17日、8月24日

＜当面の日程＞

08/04 Sat 「市民運動交流会」主催：市民の会

14：00～16：00戸畑生涯学習センター

08/05 Sun 稲嶺進講演会14：00～16：00商工貿易会

館1000円

主催：辺野古埋め立て土砂搬出反対北九

州連絡協議会

08/08 Wed 県自治研 地域経済研究会 14：00

自治体問題研究所

08/18 Sat 「平和のための戦争展in北九州」望月衣

塑子さん講演14：00

黒崎コムシティ、子どもの館

08/19 Sun 「平和のための戦争展in北九州」13：00

青年主張・語り部 西生涯学習Ｃ


